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商品名

評価結果

■ ＷEBアンケート結果

１

この価格で買いたい
と思いますか

２

この商品をターゲットにする
客層は多いと思いますか

３

USP (その商品の独⾃の売り）
がある商品だと思いますか

４

買いたくなる
ネーミングですか

５

この商品に興味が
ありますか

とてもある 少しある 普通
あまりない ない

WEBアンケート・1次審査・2次審査・最終審査を厳正に⾏った結果をご報告させていただきます。
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受賞回・年⽉
⼤昌園 ユッケジャンスープ
グランプリ

家庭で本格的なユッケジャンが味わえる冷凍商品はありがたい

パッケージは中⾝が⾒える透明で、具材の豊富さが⼀⽬で分かる

⾒た⽬から⾷欲をそそり、濃厚で⾟味もちょうどよく美味しい
1⾷分で野菜も⾁も摂れるヘルシーさは、⼿軽で健康的
時間がかかるスープを冷凍でいつでも⾷べられるのはありがたい

噛み切れたが、ゼンマイが⻑すぎて少々⾷べにくかった
パッケージがもう少し開けやすいと良い
パッケージをもっと豪華にした⽅が商品のイメージには合う

ニーズに合わせて少量、⼤容量ニーズの幅があると良い

他社のユッケジャンスープとの違いがPRできるとなお良い
他の⾷材とのアレンジ、⾷べ⽅のバリエーション提案がほしい
サブタイトル等で「こだわり」をパッケージ上で読み取りたい

⽢さ、⾟さ、旨味が凝縮していて素晴らしい

店の名前が⼊っていることで、⾷べる前の期待感が⾼まる

第97回（2026年3⽉）

間違いなくグランプリをとるレベルの点数分布になっております。
95点以上が62%という⾼得点であり、90〜94点が31％、85〜89点が
8%の全てが⾼得点を⽰しています。これは⼤多数の⽅が美味しいと
評価した結果です。このグラフが⾼得点によった理由は明快です。
アンケートの結果からも、⼤多数の⽅が興味あり、⼗分な購買意欲
をお持ちだということです。このような商品は親しみのある味、ク
オリティの⾼さを持って評価している表れです。⽼若男⼥、お⼦様
には少し⾟いかもしれませんが、誰もが好まれる味わいで共感を得
ているのだと思います。パッケージが少し安めなイメージなのでも
う少し⾼級感を出すと更に商品価値が上がると考えられます。

3.5％
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⾷前感の⾷レポ
【責任審査員による⾷レポです】

■ ⾷前感 講評
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⾊

透明度

明暗濃淡

形 態

⼤ ⼩

次 元

視 覚

嗅 覚

光と⾊彩

形

⽐ 喩

感覚的表現

様⼦や状態

視 覚

聴 覚

触 覚

味 覚

褐⾊を帯びた⾚⾊

スープのとろみを感じさせる濃い
濁った透明度

具材に⼊れこまれた濃淡を感じる

容器に⼊っているので形態は溶け
るとスープ上の液体

具材が中にあるので⼤⼩つけ難い

最終的に液状で、次元は奥⾏きあ
り

溶けた時は濃厚な感覚の液体

わくわく感がある⾒た⽬から少々
楽しそうな⾊合い

ツンとくる感覚

美味しそうな⾊合いと感じる

溶けた液状の商品に、つい⼿が伸
びてしまう

濃厚に煮込まれたスープが懐かし
い匂いを誘う

⼤昌園のユッケジャンスープを⽬の前にすると、まず最初に感じるのは、その奥深い⾹りがもたらす
ワクワクする期待感です。器に注がれたスープは、鮮やかな⾚みを帯びながらもどこか落ち着いた⾊
合いで、ただ⾟いだけではないだだならぬ旨味の重なりを想像させてくれます。表⾯に浮かぶわずか
な油の艶が⾷欲を静かに刺激し、湯気とともに⽴ち上る⾹りには、⽜⾁のコク、野菜の⽢み、そして
韓国料理特有の⾹⾟料の豊かな⾵味が感じられます。
具材にも⾃然と⽬が向きます。細く裂かれた⽜⾁、シャキッとした野菜、そしてスープに溶け込むよ
うに広がる様々な具材の彩りは、いかにも滋味深く、体に染み渡るような⼀杯であることを予感させ
られます。⾒た⽬には⼒強さがありますが、同時にどこか家庭的な温かさも感じられ懐かしい⺟の味、
⽼若男⼥問わず愛される理由がすでに伝わってくるようです。
スプーンを⼿に取りながら、これから広がる味わいに思いを巡らせる時間もまた、このスープの楽し
みのひとつでしょう。⾟味の奥にどれ程の旨味が隠れているのか、⽜⾁の出汁と野菜の⽢みがどのよ
うに重なり合っているのかと想像するだけで、⾃然と⼼が躍ります。⾷べる前からすでに⾷欲をしっ
かりと引き出してくれる――そんな期待に満ちた⼀杯です。
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⾷中感の⾷レポ
【責任審査員による⾷レポです】

■ ⾷中感 講評
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酸味

苦味

旨味

⽢味

塩味

基本五味

広い意味での味覚

匂 い

温 度

テクスチャ―

⾳

肌感覚

静騒感

擬⾳・擬態

硬 柔

粘 性

触 性

⾷材の
物質的特性

乾いているか
湿っているか

しっかりとした酸味、出汁がしっ
かり効いている
やや曖昧な苦みは野菜からの出汁
に感じる
とても旨味がたっぷりの出汁を感
じる素晴らしい旨味

円熟な⽢みはくどくない優しさ

酸味を帯びた塩味でまろやか

昔から親しんでいる懐かしい味わ
い

ツンとくる匂いの中に⾹しさがあ
る

熱々のスープの旨味を凝縮してい
る

スープの⼼地よさと⾷材の絡まり
が程よい

しっかりと液状の湿った感覚

やや粘性には⽋けるが、とろみを
感じる
⼝の中に含むといっぱいに広がる
満⾜感

旨味がマックスの味わいを醸し出
している

しゃばしゃば、わくわく、どきど
き

ワクワクした感覚でひと⼝スープを含むと、まず感じられるのは⽜⾁から引き出された深い旨味で
す。コクのある出汁がしっかりと広がり、そのあとから程よい⾟味がゆっくりと追いかけてきます。
刺激的すぎる⾟さではなく、旨味と調和したやわらかな⾟味で、⾃然ともう⼀⼝、もう⼀⼝と⼿が
伸びてしまいます。体の内側からじんわりと温まるような感覚もあり、スープの⼒強さと優しさが
同時に伝わってきます。
具材の存在感もこのスープの⼤きな魅⼒です。細く裂かれた⽜⾁は柔らかく、噛む程に旨味が広が
ります。野菜はシャキッとした⾷感を程よく残しながらスープの味をしっかりと吸い込み、全体の
味わいに⽴体感を与えています。具材とスープがそれぞれ主張しながらも、決してぶつかり合うこ
となく⼀体となっているため、⾷べ進める程に満⾜感が⾼まっていきます。
また、このユッケジャンスープは⾟味の中にもまろやかさがあり、後味がとてもすっきりとしてい
る点も印象的です。重たさを感じさせないため、最後まで飽きることなく楽しめます。気がつけば
器の中のスープを飲み⼲してしまう程の完成度で、誰もが美味しいと感じる理由が⾷べ進める中で
⾃然と理解できる味だと感じます。
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⾷後感の⾷レポ
【責任審査員による⾷レポです】

広い意味での味覚の
レーダーチャート
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五感に対する感じ⽅
レーダーチャート

基本五味の
レーダーチャート

後 味

気候・地域

⾷経験・⾷習慣

健康・⽣活様式

後味がとてもすっきりとしている点も印象的。重たさを感じ
させないため、最後まで飽きることなく楽しめる

気候・地域に関係なく、⼩腹がすいたらほっとする感覚で⾷べ
られる商品

⽼若男⼥が好んで⾷べる、⼩腹がすいたら楽しんで⾷べたい商
品である

健康志向にも⾮常によく、⾷材の旨味を含んだカプサイシンの
スープは誰にでも好まれる

五味 評点

酸味 5

苦味 4

うま味 5

⽢味 3

塩味 5

広義の味 評点

コク味 5

渋味 3

⺟の味 4

⾟味 4

残味 5

五感 評点

視覚 4

聴覚 5

触覚 5

味覚 5

嗅覚 5
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1. 内部的要因（味・五感・ニュース性等）

2. 外部的要因（ネーミング・パッケージ等）

3. 市場要因（ターゲット・トレンド等）

4. マネジメント・PR要因（広報・広告等）

5. ブランディング要因

6. 素材・安全性・その他

⼤昌園 ユッケジャンスープの最⼤の魅⼒は、⽜⾁の旨味をしっかりと感じさせながらも、⾟味とのバ
ランスが⾮常に整っている点にあります。ひと⼝⽬からコクのある出汁が広がり、続いて程よい⾟味が
じんわりと⼝の中に広がる構成は、刺激だけに頼らない完成度の⾼い味わいです。⾹り、⾊合い、湯気
とともに⽴ち上る⾹⾟料の⾵味など五感をしっかり刺激する要素も豊かで、⾷欲を⾃然に引き出してく
れます。またユッケジャンという韓国料理の定番でありながら、⽇本⼈の味覚に合わせて⾷べやすく整
えられている点も評価できます。⾟味スープ市場において、幅広い層に受け⼊れられる味わいを実現し
ている点は⼤きな強みといえるでしょう。

このような商品においては、単なるスープとしての訴求だけでなく「本格韓国料理の味を家庭で楽しめる」
という価値をどのように発信するかが重要になります。店舗ブランドを背景に持つ商品であれば、飲⾷店の
実績や⼈気メニューであることをPRすることで、消費者の信頼感を⾼めることができます。また、寒い季節
やスタミナ料理としての提案、アレンジメニューの紹介などを通じて利⽤シーンを広げる広報戦略も効果的
です。SNSやレシピ提案などを活⽤すれば、スープ単体だけでなく、雑炊や麺料理への応⽤など家庭での楽
しみ⽅も発信できます。こうした継続的な情報発信が商品の価値をより⾼めていく要素になります。

近年の⾷品市場では「旨⾟」というカテゴリーが広く⽀持されており、ユッケジャンスープはまさにそのトレ
ンドに合致する商品です。⾟味を楽しみながらも、単なる刺激ではなく旨味のある料理を求める消費者が増え
ているため、このようなスープは家庭⽤⾷品としても需要が⾼まっています。ターゲットとしては、⾟い料理
を好む若年層から、温かいスープ料理を好む中⾼年層まで幅広く設定できる点が強みです。また、簡単に本格
的な味を楽しめるという利便性も現代のライフスタイルに合致しています。家庭で⼿軽に外⾷品質の味を楽し
みたいというニーズをしっかり捉えており、市場環境との相性は⾮常に良い商品といえるでしょう。

「⼤昌園 ユッケジャンスープ」という名称は、商品内容を⾮常に分かりやすく伝えるネーミングです。ユッ
ケジャンという料理名がそのまま使⽤されていることで、⾟味と⽜⾁の旨味をイメージしやすく、消費者が
商品を⼿に取る際の安⼼感につながります。また「⼤昌園」というブランド名が前⾯に出ていることで、専
⾨店の味や本格感を期待させる効果もあります。パッケージ⾯では、スープの⾚みや具材感が視覚的に伝わ
るデザインが重要ですが、このような商品では⾷欲を刺激する写真や⾊使いが購買意欲に⼤きく影響します。
シンプルながら内容を明確に伝える構成であれば、店頭での理解度も⾼く、幅広い消費者に訴求できる外部
要因となります。

⾷品において素材の安⼼感と品質の安定性は⾮常に重要な要素です。ユッケジャンスープの場合、⽜⾁の旨
味や野菜の⾵味が味の基盤となるため、素材の質がそのまま商品の評価に直結します。しっかりとした出汁
の味わいが感じられる商品であれば、素材を丁寧に扱っている印象を消費者に与えることができます。また
家庭で安⼼して⾷べられる⾷品として、製造⼯程や衛⽣管理が明確であることも信頼性につながります。保
存性と味のバランスを両⽴させながら、過度な添加物に頼らない設計であれば、健康志向の消費者にも受け
⼊れられやすくなります。安全性と美味しさの両⽴が、この商品の価値をさらに⾼める重要なポイントにな
ります。

「⼤昌園」という名称が持つブランドイメージは、この商品の⼤きな価値の⼀つです。消費者にとって、
専⾨店や⽼舗の名前が付いた商品は、それだけで品質への期待が⾼まります。特に韓国料理や焼⾁⽂化
においては、店舗ブランドが味の信頼性を⽰す指標になることが多く、その効果は⾮常に⼤きいといえ
ます。このスープも、単なる市販スープではなく「専⾨店の味を家庭で楽しめる商品」という位置付け
ができれば、ブランド価値はさらに⾼まります。継続的に品質を保ち、ブランド名と味の印象を⼀致さ
せることができれば、リピート購⼊やシリーズ展開にもつながる強いブランド基盤を築くことが可能に
なると思います。
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右のような美しくバランスの良い正六⾓形の要因分布を作っ
ているのは、やはりグランプリの価値があるからと思ってい
ます。全ての要因で91％以上の⾼評価を得ているのはとても
素晴らしい価値を感じます。内部的要因が96％という数値は、
味・⾹り・⾟味のバランス・⾷後感など、純粋な⾷品として
の完成度が極めて⾼いことを⽰しています。また素材・安全
性も96％と同等の⾼評価であることから、消費者はこの商品
に対して安⼼して⾷べられる品質感を感じていると考えられ
ます。市場要因が94％という点は、商品が現在の⾷トレンド
と⾮常に相性が良いことを⽰しています。PR要因が93％とい
うのは、商品ポテンシャルに対して広報活動も⽐較的良好に
機能している状態と考えられます。ネーミングやパッケージ
の92％は⼗分⾼い評価ですが、他の要素に⽐べると若⼲低い
位置です。これは多くの場合は店頭での視覚インパクトや
パッケージ写真の⾷欲喚起⼒が必要なのでしょう。ブランド
要因が91％という点は、全体の中では最も低いですが、これ
は逆にいうとまだブランド価値を伸ばす余地があるという意
味もあると考えられます。

⼤昌園 ユッケジャンスープは、今回の評価結果から⾒ても⾮常に完成度の⾼い商品であり、家庭
⽤スープとしては極めて優秀な位置にあるといえます。特に内部的要因と素材・安全性がともに
96％という⾼い評価を得ている点は、⾷品として最も重要な「味の説得⼒」と「安⼼して⾷べられ
る品質」がしっかりと備わっていることを⽰しています。⽜⾁の旨味をしっかりと感じさせるコクの
あるスープに、程よい⾟味が重なり、体の内側から温まるような満⾜感が得られる点は、この商品の
⼤きな魅⼒です。⾟味の刺激だけに頼らず、旨味との調和によって最後まで飲み飽きない味わいに仕
上がっていることは、多くの⼈に⽀持される理由となっています。

また市場要因においても⼗分に⾼い評価を得ており、現在の⾷のトレンドとの相性の良さがうかが
えます。近年は「旨⾟」「本格韓国料理」「家庭で楽しむ外⾷の味」といったニーズが強く、この
ユッケジャンスープはまさにその中⼼に位置する商品です。⼿軽に本格的な味を楽しめる利便性もあ
り、忙しい⽇常の中でも満⾜度の⾼い⼀品として活躍する可能性を持っています。⽼若男⼥問わず楽
しめる味わいである点も、商品としての強みといえるでしょう。

さらにPRやマネジメントの⾯でも⾼評価が⽰されており、商品の魅⼒が⼀定程度市場に伝わって
いることがわかります。ただし、ここにはまだ成⻑の余地も感じられます。例えば、雑炊や麺料理へ
のアレンジ、季節に合わせたスタミナ料理としての提案など、⾷べ⽅の幅を広げる情報発信が加われ
ば、商品の魅⼒はさらに広く伝わるでしょう。またパッケージや店頭での視覚的訴求を少し強化する
ことで、外部要因の評価もさらに⾼まる可能性があります。

ブランディング⾯でも「⼤昌園」という名称が持つ本格感は⼤きな価値です。このブランドの信頼
性をより明確に打ち出すことで、単なるスープ商品ではなく「専⾨店の味を家庭で楽しめる⼀品」と
しての存在感がさらに強まるでしょう。もし今後、シリーズ展開やブランドストーリーの発信が進め
ば、この商品は単発のヒットではなく⻑く⽀持される定番商品へと成⻑する可能性を持っています。
総合的に⾒て、⼤昌園 ユッケジャンスープは味・素材・市場適合性の三つが⾼いレベルで整った

⾮常に優秀な商品です。すでに完成度は⾼く、多くの⼈が満⾜できる品質に達していますが、パッ
ケージ表現や⾷べ⽅提案、ブランド発信をわずかに強化することで、商品の魅⼒はさらに際⽴つで
しょう。そうした最後の⼀押しが加われば、味・品質・ブランド⼒のすべてがそろった、まさに100
点満点に限りなく近い商品へと成熟していくと感じられる⼀品だと考えます。
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